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O 吉田　政己 、 溝口　文子、水野 　淑 子、佐藤　眞 幾、前田　正 雄

は じ め に ：わ れ わ れ は 先 に ツ ム ラ 五 苓散坐薬 の 基礎的検討 と有効性 に つ い て 報告 した。今

回 ツ ム ラ 補中益気湯 の 坐薬を 対照 薬 と し て 作成 し、小児 の 嘔吐 に 対 す る有効性 を二 重盲検

法 に て 比較検討 し た。

対象及び方法 ：尅象 は愛北病院小児科 受診 中 の 思 児 で 嘔 吐が 24 時間以内 に 3 回以上 み ら

れ た 症例 で 、受診時ICも嘔吐、吐 き気が み られ る例 とし た 。 下痢 の 有無 は 考慮 し なか っ た 。

便の 状態 に よ っ て は浣腸を 行 っ て も可 と し た 。 方法は家 族 に 同意 を 得 た 後、ナ ン バ リ ン グ

した坐薬を無作為に 選 び、患 児 に挿入 し た 。 効果判定は前回同様坐薬投与後 30 分に 水分

を投与 し、嘔吐、吐 き気 の 有無 に よ り判定 した 。

結果 ：今回対象 と な っ た 思児 は、男 21 名、女 13 名 （計 34 名 ）で あ っ た 。 年齢は 1 −

9 歳 （平均 3．9 ± 2．1 歳 ）で あ り、 疾思別内訳 は 感 冒性消化 不 良症 16 名、冬期下痢症 5

名、学童 嘔吐症 4 名、感冒 4 名 、そ の他 5 名で あ っ た。下痢 が あ っ た例は 15 名、浣腸 を

施行 し た の は 9名 で あ っ た。 ツ ム ラ 五 苓散 エ キ ス 坐薬投与例 （16 名 ）とッ ム ラ補中益気

湯 エ キ ス 坐薬投与例 （ 18 名 ）の両群間 の 患者背景 に 有意 な 差 は み られ な か っ た 。
ツ ム ラ

五 苓 散 エ キ ス 坐薬投与 16 例 中 、 有効 12 例、や や有効 2例 、 無効 2 例 で あ り、ツ ム ラ 補

中益気湯 エ キ ス 坐薬投与 18 例中、有効 5例、や や 有効 2例 、無効 11 例 で あ り、両群間

に 有意 な 差が あ っ た 。 本剤投与中に 副作用 は 1例 もみ られ ず、ツ ム ラ 五 苓 敬 エ キ ス 坐薬は

安 全 で 有効 な薬剤で あ る と思わ れ た 。

考察 ：小児の 嘔吐 に は、薬剤 の 経 口 投与 が で きず、外来診療 で は 苦慮 す る こ とが多 い 。我

々 は 先 に ッ ム ラ 五 苓散坐薬 を作成 し、そ の 有効性 に つ い て 検討 し、報告 し た 。 今回 ッ ム ラ

補中益気湯 を 対照坐薬 と して 二 重盲検法で そ の 有効性を検討し、よい 結果 を得た 。 本坐薬

は作成 も容易で、副作用 もみ られ ず、今後外来診 療 の 場 で多 く使用 され る もの と思われ る 。
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